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このことは、初期の千葉県図書館史を考える上で有益で

あると考える。研究方法は文献調査である。文献資料を

収集し、それに基づいて研究を行う。

2.1　出生から大多喜尋常高等小学校まで
　片岡は、1882（明治15）年８月８日に千葉県長生郡西

畑村松尾（現、大多喜町西畑）に生まれている。1903（明

治36）年３月に千葉県師範学校（現、千葉大学教育学部）

を卒業している。（4）

　当時、師範学校は千葉市にあり、師範学校の生徒は後

述する千葉県教育会図書館を利用していた。（5）卒業後、

片岡は設立されたばかりの、上瀑・大多喜組合立高等小

学校（6）の訓導に任ぜられ、1908（明治41）年６月には校

長に抜擢された。1911（明治44）年10月には地方学事視

察として静岡、愛知、岐阜、三重の４県に出張を命ぜら

れている。（7）

　当時、大多喜尋常小学校内には、千葉県最初の公立図
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浦市史」では、動的教育の推進者として評価されている。

また片岡の県立図書館での部下であった山本昇は「模範

的官僚」と言っている。（1）

　成田図書館（現、成田山仏教図書館）の高津親義は県

立図書館の司書としての片岡を「所謂適材適所で、創業

の場合、これ程に当て填った人は、余り多くはあるまい。」

と語っている。（2）

　『図書館雑誌』では、「常に侃諤の論をなし、館界の一

異彩」と評されている。（3）

　「日本公共図書館の歩み」や「千葉公立図書館史」「千

葉県立図書館30年史」では、片岡の県立図書館での仕事

について記されているが、図書館員として片岡を評価し

た学術論文はない。本論では片岡の生涯をたどっていく

ことで、図書館員としての片岡の評価を行うものである。
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書館である天賞文庫があった。天賞文庫は、1897（明治

30）年10月、大多喜尋常小学校内に設けられたもので、

大多喜町出身の実業家で東京銀座天賞堂店主、初代江沢

金五郎の意思を受け、二代目江沢金五郎の寄付によって

設立された図書館である。（8）

2.2　勝浦尋常小学校
　片岡は、1915（大正４）年２月20日、長生郡勝浦尋常

小学校訓導兼校長に任ぜられ、同時に町立勝浦実業補習

学校訓導兼校長に兼任した。（9）

　実業補習学校とは、1893（明治27）年から1935（昭和

10）年まで存在した、低度の実業教育と小学校の補習教

育を行った学校で、明治中葉期以降昭和一桁までの日本

における勤労青少年教育機関の中枢として位置づけられ

る学校であった。（10）

　片岡は実業補習教育について「実業補習教育は、通年

昼間教育は僅に一部分に止まり、其大部分は季節的の

昼間教育か又は夜間教育である。従て其の大部分の者は

実際教育される時間と言うものは極めて短小なものであ

る」と批判している。（11）

　片岡は実業補習学校校長を経験したことにより、上級

学校に進学できなかった青年の教育に関わった。その教

育環境は極めて不十分なものであり、その改善について

認識するようになったと考えられる。

2.3　動的教育
　片岡が勝浦尋常小学校校長であった時代は、学校教師

は、教授法の工夫のみに終始する、いわば「教授の機械」

として働くことが求められていた。このような教育観と、

この時代に高揚し始めた、いわゆる「大正デモクラシー」

を背景とした市民的要求とは、本来的に相容れないもの

であり、両者の妥協点が求められていた。そうした時代

背景の中で、新たな教育実践・教育思想が展開された。

それが「大正新教育」（「大正自由教育」）である。（12）

　及川平治(以下、及川)は、「大正新教育（「大正自由教

育」）と呼ばれる大正期の教育運動を象徴する人物で、（13）

「大正新教育」の一つの頂点であった八大教育主張講演

会（1921）の論者の一人である。（14）

　及川は「動的教育論」を主張し、その主張は、「児童

一人ひとりが自発的に学習する「動的教育」の方法とし

て、個々の児童の能力や興味の違いを重視すること、そ

して児童自身が自分の生活を高められるように学習を深

化させていけるような学習法を身につけさせること」で

ある。（15）

　また、及川の提唱した分団式教育法は、児童本位の立

場に立って、児童の個性と自発性,活動性を尊重し、自学

自習主義を方法原理としたものであった。

　片岡は、勝浦尋常小学校で動的教育を導入した学校経

営を推進し、1917（大正６）年６月16日から同月29日ま

で動的教育の先進地である関西地方の明石女子師範学校

を視察した。視察後、片岡は、職員に対し、動的教育の

講習会、研究会を校内で実施した。９月29日には、片岡

校長自らが授業者となり、研究授業（読方）を実施して

いる。

　大正７年度に入ってからも、片岡校長自身による動的

教育の原理や改善についての発表や、職員による授業研

究を毎週実施した。（16）

2.4　山武郡視学から東葛飾郡視学に
2.4.1　山武郡視学

　1919（大正8）年３月、片岡は山武郡視学に異動となっ

ている。（17）視学とは、1897(明治30)年4月郡制の施行とと

もに郡役所に置かれた、郡内の教育事務を巡視する役職

である。（18）

　片岡は、山武地域においても、動的教育の普及に努め

た。（19）

　1920（大正９）年には兵庫県から及川平治を招いて、

東金高等女学校を会場として五日間の講習会を開いてい

る。（20）

　この片岡の山武郡における教育活動は、「山武の動的」

といわれる程、盛んになった。（21）

　この動的教育に端を発した教育の流れは、山武郡では

手塚岸衛の主張した自由教育へと連動していったのであ

る。（22）

　及川に私淑していた片岡は、動的教育を教育現場に

積極的に導入した。このことは片岡に、自学自習主義と
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一斉教育による学校教育の限界を認識させることになっ

た。

2.4.2　東葛飾郡視学

　東葛飾郡役所は、現在の松戸市に置かれていた。（23）

　東葛飾郡視学時代の片岡については、管見ではあまり

資料がない。片岡は、1921（大正10）年10月30日、明尋

常小学校の天長節祝賀式で2時間にわたり講演を行って

いる。（24）

　1923（大正12）年４月１日、郡制は廃止された。郡制

廃止後も郡役所は残存することとなったが、県庁の出先

機関として、町村行政並びに小学校教育の監督と、産業

の指導を受け持つ程度であった。1926（大正15）年６月、

郡長が廃止され、また郡役所も廃止されることとなっ

た。（25）

３．千葉県立図書館司書　片岡小五郎
　片岡は、1924（大正13）年、県立図書館に司書として

赴任する。赴任にあたって、郡職員を庶務会計係として

県立図書館に引き抜いている。（26）

　片岡は、教員、小学校長として教育の現場にいた。次に、

郡視学となったことで、県の教育行政に携わった。教育

の現場と教育行政の両方を知る人材である片岡は、図書

館サービスと県の図書館行政を行う県立図書館の司書と

して、適切な人物だったと言える。

3.1　片岡の図書館観
　片岡は、一般民衆に対する教育法には

　①説話による教育法。

　②讀書による教育法、

　③自己の内省考察法による教育法があるとする。そし

て、これら３教育法が統合されて、互いに影響しあうこ

とにより、初めて効果のあるものとなると主張する。現

在、説話による教育法が重視され、読書による教育法は

全く未発達の状態である。なぜなら一般に図書館が発達

しなかったため、民衆の教育法は説話による教育法に偏

向したとする。また、説話による修養法を重視したのと

反対に読書に依る教育法を軽視した為、自発的に積極的

に発展すべき民衆が余りに受身になり過ぎて健全な発展

が阻害させられたとする。自分は以前は「教育は学校在

学時代の事業」だと言う思想であったが、今日では「教

育は終生の事業だ」と言うことを唯一の信条として居る。

従って、その教育法は自学主義となり学校教育の範囲限

界を認め学校以外の教育機関として図書館の価値を認め

る様になったとしている。（27）

　片岡が上記の文章を書いた1920年代は社会教育の組織

化が進んだ時代であった。（28）

　1919（大正８）年文部省に第四課（後の社会教育課）

が設置されている。第四課が着手した事業は、それまで

の通俗教育の事業を継承しながらも社会教育主事の設

置、図書館員講習所の設置、図書館や博物館の振興、教

育的救済事業、成人教育事業と職業指導、生活改善運動、

民衆娯楽の調査・改善の着手など、それをはるかに超え

た多彩なものであり日本の近代社会教育の基礎を築いた

と評価されている。（29）第四課の課長であった乗杉嘉壽は、

各個人の修養に最も効果のあるのは図書館設備であると

している。（30）

　片岡は当時、最新の社会教育の理論であった成人教育

を取り入れ、図書館設置の根拠としている。

　つまり、それまで学校と「不離一体」の関係（31）とみ

られていた図書館を、学校教育と切り離された自立した

社会教育施設であると捉えていたのである。

3.2　千葉県内の図書館について
　片岡は、千葉県で図書館が普及しない理由について２

つ挙げている。一般県民に成人教育に関する理解がない

こと。片岡は「教育は終生の事業である」とし、人の生

涯は連続する教育の過程であるとしている。しかしなが

ら、学校教育の限界が理解されてきてはいるものの、成

人教育について一般県民の理解が無く、これが図書館に

対する無理解につながっているとする。第二に、読書熱

は盛んになったが、地域に図書館が無い、あっても、利

用者の要求に適応せる図書を備えていない、看板ばかり

で内容の空辣なものが実際少なくない。このような役に

立たぬ図書館があることが、図書館が社会に誤解され嫌

忌される原因であるとしている。これらの問題に対して、

千葉県立図書館司書　片岡小五郎　松田
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千葉県で一斉に読書週間を実施し、読書による修養を提

唱して図書館知識の普及を図り、良書を推奨し、読書に

よる人の生活刷新を提唱すること。（32）県立図書館の新築

を急ぎ県立図書館を充実させること、図書館を各地に建

設して一般県民に良書を供給する必要があるが、とりあ

えずは急場を救済するため、県立図書館において巡回文

庫を実施すること。図書館建設は市町村の力に任せきり

では困難なので、県に図書館奨励規定を作る必要がある

ことを主張している。（33）

3.3　県立図書館
3.3.1　千葉県立図書館設立史

　千葉県立図書館の前身である千葉県教育会附属書籍館

は1892（明治25）年５月に千葉市で開館している。この

図書館は千葉県内では最初の近代的図書館であった。（34）

　当時、教育会という組織には2種類あり、「教員を中心

に結成された日本最初の全国的教育団体」である大日本

教育会と、地域学事の改良と拡張を目的に結成され、地

域の教育行政担当者や教員、名望家により構成された、

地域ごとの教育会があった。1890年頃には全国に700団

体以上存在し、これら地方教育会も各地域で図書館を開

設していた。（35）

　千葉教育会が図書館を設立したのは、千葉市が県庁所

在地であるにも拘らず、図書館がなく、県教育の体面上

からも欠け、また師範学校、中学校及び医学部に在学す

る学生も不便を感ずることが多く、地方から教員試験受

験者にも参考書がなくて困る実情があった。そのため、

将来県立図書館の設立までのつなぎとして設立されたの

である。（36）

　1924（大正13）年１月26日、昭和天皇（当時は摂政）は、

久邇宮良子女王と結婚した。各地で御成婚記念行事が行

われたが、千葉県では、千葉県教育会から千葉県教育会

附属図書館を千葉県に移管し、県立図書館とすることを

御成婚記念行事としてはどうかという意見が知事に出さ

れた。千葉県はこの意見に同意し、1924（大正13）年３

月 千葉県教育会附属図書館は、千葉県に移管され、御

成婚記念千葉県図書館として開館した。（37）

3.3.2　県立図書館新築問題

　御成婚記念千葉県図書館は、県物産陳列館であった建

物を使用したが、後に八街町長になる山本昇は、この建

物を回顧して「物産陳列館をそのまま「御成婚記念　千

葉県図書館」とした図書館、木造の白ペンキのはげちょ

ろけのまん中が二階で、翼のように両側に同面積の平屋

のストレート屋根の向かって右側が羽衣松やひょうたん

池(その池は窓のすぐ下まであって松がその向こうに見

えた)の見える閲覧室で、その部屋のぐるりまわりを人間

の背のとどかないような、書物をぎっしり詰めた書架が

とりかこんでいた。反対側の平屋は全部書庫で、こちら

の方はそんなに大きな書架ではなく、大きな書架はその

ほか、玄関正面をはいってすぐの新聞閲覧室と、後半分

を占めた出納控室と新刊書棚の間を通って、二階の事務

室に上がる正面をデンと占めていた。（中略）この二階

は風が強く吹くと船のように揺れた。」と述べている。（38）

　片岡は、この建物では県立図書館としての機能を充分

に発揮することができず、先ず県立図書館の新築をする

べきだと主張し、世論の喚起に努めた。（39）

　千葉県は、1926（大正15）７月７日、県会の新築建議

書に基づき、臨時御成婚記念図書館新築調査会を設けて

委員18名を任命した。片岡も調査委員の一人であった。（40）

　７月12日には、第１回調査会が開かれ、他府県図書館

を実地視察の上、千葉県に相応しい県立図書館の調査を

することになった。10月３日から10日まで、調査委員11

名が大橋図書館、石川県立図書館、大阪府立図書館、神

戸市立図書館、岡山県立図書館、名古屋市立図書館を視

察した。（41）

　御成婚記念千葉県図書館の建設は、1924（大正13）年、

千葉県会で満場一致で可決されたのにもかかわらず、実

際に新館が開館したのは、1933（昭和８）年７月のこと

であった。これは片岡の死後、５年後にあたる。県会で

の発議から開館まで、10年もかかったのは、県財政の逼

迫が原因である。（42）

3.3.3　県立図書館のコレクション構築

　開館当時の千葉県立図書館の資料収集方針は、

　①東宮殿下（昭和天皇）御成婚に関する資料を収集す
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る、

　②図書館の設備が整うまでは、一般図書を主として、

学術書は整備が整ってから収集することとする、

　③女性、児童書に関する図書の収集に留意する、

　④洋書は資料が不足しているので、比較的閲覧希望の

多いものから漸次、収集していく、

　⑤関東大震災の資料を収集する、

　⑥雑誌は各方面の主要なものを収集する、

　⑦郷土資料の収集に努める、

　⑧新聞は現在あるものの他、県内の日刊紙については

網羅し、英字新聞については２、３種加えること、

　⑨古文書、その他貴重書の寄託または保管は設備が整

うまで、差し控えること、

　⑩図書の収集に関しては、閲覧の希望とその啓発に必

要であることを考慮すべきこと、

であった。

　千葉県教育会から、千葉県に引き継がれた資料は約

9000冊であった。大正13年度には寄贈と購入で約3000冊

増やしている。（43）

　片岡は蔵書の充実のため個人蔵書の寄贈を推進してい

る。片岡、本橋清は地道な資料調査にあたり、現在千葉

県立中央図書館の特殊コレクションと知られているもの

は、ほとんどこの時期のものである。（44）

　片岡は「房總算學調査資料」の編集にもあたっている。
（45）片岡が資料調査にあたって出した手紙が千葉県文書館

に残されている。（46）

3.3.3　巡回文庫規程

　千葉県は県域が広く、千葉市は県中央部に位置してい

るが、千葉県最南端の館山市までは約70㎞ある。

　千葉県では、1907（明治40）年６月、石原健三千葉県

知事は、巡回文庫を設置している。この、巡回文庫は、

県内60カ所の小学校に閲覧所を設け、年1回以上巡回す

るものであり、５日の期間内であれば、図書を館外貸出

することも可能であった。（47）千葉県通俗巡回文庫は、石

原知事が転任したこともあり、設置２年目で頓挫してし

まっている。

　千葉市に建設される県立図書館では県民の利用に不便

ではないかという意見があり、千葉県はそれに対し県会

で「図書館の所在地は千葉でありますが、巡回文庫の制

度を完全に運用させまして、県民多数の図書館を利用せ

しむる制度を設ける積りであります。」と答弁している。

逆に千葉市に対しては、千葉市民の図書館利用が多くな

ることが予想されため建設に対する寄付金を求めてい

る。後述の県立図書館建設が遅れは千葉市の財政難によ

る寄付の遅れも原因の一つである。（48）

　1928（昭和３）年７月、千葉県は「千葉県図書館巡回

文庫規程」「千葉県図書館巡回文庫取扱注意要項」を設け、

巡回文庫の制度を整備する。（49）

　この巡回文庫は、一般公衆の研究修養を助成するとと

もに、図書館の発展を促進することを目的としている。

しかしながら、片岡の生前には予算化できず、君津郡の

数町村で試験的に実施されたにとどまった。時期的に見

て、この規程を作成したのは片岡だと思われる。

3.3.4　千葉県の図書館行政

　片岡は図書館振興に関する千葉県の目標は県立図書館

を中心として一町村一館主義の実現を図り県下を統一し

た図書館網を完成させることにあるとしている。（50）

　そのため、県内各地を回り、1925（大正14）年５月29

日には笹川町図書館を視察している。（51）

　千葉県では、「県訓令第一号」を1925（大正14）年２

月20日に発し、「県下図書館事業ノ普及発達ヲ促進スル

ノ急務ナルヲ認メ茲ニ市町村立図書館施設要項並準則ヲ

定メ其準拠スヘキコトヲ示ス　当事者宜シク其趣旨ヲ体

シ未タ図書館ノ施設無キ市町村ニ在リテハ速ニ相当ノ相

当ノ計画ヲ立テ既設ノモノニ在リテハ更二一層其ノ改善

ヲ図リ以テ時代ノ要求ニ適応セムコトヲ期スヘシ」とし、

県内全市町村に図書館設置を立てること、既設の図書館

の改善を訓令している。

　また1926（大正15）年には、千葉県は「公私立図書館

ニ関スル改善事項」を発し①図書館長その他必要な職員

に欠員が生じた場合、速やかに補充の手続きをし、図書

館運営の責任者を明らかにすること。職員の資格の有無

を明らかにすること、私立図書館の経営者、館長が変更

になった場合には千葉県に届け出ること。②図書館の名
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称を図書館令により設置された図書館に限定すること、

図書館令で設置された図書館で、文庫の名称を用いてい

る図書館は改称すべきこと、③図書館の設置廃止につい

ては、公立図書館の場合には、知事に認可を受け、私立

図書館の場合には知事に届け出ること、現在、私立図書

館で事実上閉鎖されているものについては、速やかに廃

止の手続きをすること、④公共図書館とは一般公衆を対

象として経営される図書館のことで、学校附属図書館と

は、当該学校の教員、児童、生徒を対象とした図書館で

ある。千葉県内で学校附属図書館として設置されたのは

千葉医科大学付属図書館のみで、他はすべて公共図書館

であること、⑤図書館未設置の市町村では設置を計画す

るとともに、各種文庫の統一をすること、公立図書館の

経費は訓令第一号の標準額以上にすること、図書館整備

計画は図書館事業改善綱領を参考にすること、⑥その他、

図書館事業の改善については千葉県教育会社会教育調査

会の調査別紙事項を参酌すること、県内市町村に通知し

た。

これらの文書は千葉県名で出されているので、片岡の名

は出てこないが、時期的にみて片岡が作成したと思われ

る。（52）

3.3.5　千葉県図書館協会の設立

　片岡は千葉県の図書館事業の振興を図るため、1926（大

正15）年11月千葉県図書館協会を成田図書館の高津親義

（以下、高津）とともに創立し、自ら理事として同会の

向上発展に尽力した。早くから、高津は千葉県県下の図

書館職員で組織する協会設立を主張していた。片岡とと

もに、その実現に努め、1926（大正15）年に千葉県図書

館協会設立趣意書、会則案などを関係各所に送付し、11

月17日、第２回県下図書館長会議の日に打ち合わせを行

い、翌18日千葉市において、創立総会を開催した。協会

総裁には千葉県知事、協会長は、千葉県学務部長が就任

し、高津は副会長に、片岡は理事に選ばれた。同時に会

則も決定され、会則では、この協会を千葉県図書館協会

と称し、事務局を県立図書館内に置く。その目的は、「図

書館事業に関する事項を調査研究し、本県に於ける該事

業の改善発達を図る」ことであるとされた。（53）

　1925（大正14）年７月に千葉県は千葉県図書館講習会

を開いた。講習生は県内各図書館長、中学および小学校

長で、別に東京、埼玉からの参加もあった。片岡は「町

村図書館の施設」という講義を担当している。（54）

　また、1927（昭和２）年７月、成田図書館で千葉県第

二回図書館講習会が開催されている。講習生は、公私立

図書館においては１館１名、学校図書館においても１校

１名参加することが求められた。片岡は図書館管理法を

浅草図書館主任、竹内善作とともに務めている。（55）

3.3.6　図書週間

　図書週間は、 1923年に日本図書館協会は、大会決議に

基づき、全国の図書館が一斉に図書館の認識を広め、そ

の促進を図るため11月17日から11月23日までの「図書週

間」を制定していた。しかしに関東大震災があり、第一

回は関西の一部の館で実施されただけで、本格的な実施

は翌1924年からであった。（56）

　片岡は、図書週間を利用して県民に図書館に対する知

識を宣伝しようとし、千葉教育会の出版する「千葉教育」

で図書週間特集を1925年から毎年、三年にわたって図書

週間特集を掲載した。そこで、片岡は、千葉県の図書館

事業振興のため、「図書館事業革新の綱領」を示している。

それは、

①一般国民の教育向上を図るため、図書館を民衆教育の

中枢機関とすること。

②県立図書館の新築を促進し、中央図書館としての能力

を完成すること。

③千葉県が目標とする一町村一館主義の実現を促進し県

下図書館網の完成を期すること。

④講演には、参考書を提示して継続的に研究修養の動機

を起させること。

⑤良書の普及を図り読書趣味の一般化に努めること、で

あった。（57）

3.4　日本図書館協会について
　片岡は1924（大正13）年に日本図書館協会（以下、協会）

の会員となっている。（58）1926（大正15）年には特別会員

になっている。（59）
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　『日本圖書館協會發展の方策』（60）の中で片岡は、現状

（1927年当時）の協会を一大転換期にあると認識し、改

革の必要を提唱している。

　片岡は協会には２大使命があり、それは、

　①図書館及図書に関する事項を研究して図書館施設の

改善発達を図ること（内部的実務発展の使命）、

　②図書館事業の発展拡充を実行するために公正な輿論

を指導して有力な社会的活動を興すこと（外部的政

策発展の使命）であるとする。

　従来、協会では内部的方面に注力して、外部的政策発

展の方面は力をいれていなかったため、活動が消極的、

非社会的であり、社会的に協会の存在を認められなかっ

た感がある。今後協会が直に使命を達成するには、内部

的方面の研究の改善に努めると共に外部的発展の方面を

開拓しなければならないとする。そのため、内部的実務

発展の使命達成のため、協会幹部は対策を講じ、研究機

関を設けて陣容を一新することす。外部的発展の使命の

達成のために、協会は退嬰、保守、非社会的の状態から

脱却して、国家社会の真っただ中に躍進しなければなら

ないとする。

　また、協会は東京の少数幹部ための協会ではなく、全

協会員のための協会であり、全国を基盤とした統一機関

であるべきだと主張している。さらに協会は、全国の図

書館事業に関する世論を指導しなければならないので、

少なくとも自力で、庶務会計、編集事務、協会活動計画

の三つを積極的に行わなければならないとし、協会の経

済的基礎の建設するために次の点を解決しなければなら

ないとする。

　①会員数を現在の三倍から五倍以上にすること、

　②「図書館雑誌」の内容を一層豊富にして会費を増額

すること、

　③協会維持の基金の創立すること、

を挙げている。

　また協会の組織改革として、評議員選出規則改正を急

務とし、

　①評議員を特別会員から選挙することに改正するこ

と、

　②総会において評議員を選挙するのを廃し、各道府県

を選挙区として、評議員を選挙する様に改正すべき

こと、

　③会員の選挙に依る評議員の外に、会長の特選に依る

評議員を設けること、を挙げている。

　さらに、少数の幹部が協会の経営を専有し弊害が発生

しているという認識に立ち、会員の意見を尊重すべきだ

としている。そのため、

　①協会の予算を年度当初に一般会員に周知すること、

　②協会の経営方針や重要事務は、可能な限り「図書館

雑誌」に掲載して一般会員に諒解させること、

　③協会の事業や活動に関する方策は、「図書館雑誌」

誌上やその他の方法で発表して一般会員の意見を聞

くことを挙げている。

　協会と文部省との関係について、協会は文部省に対し

て、極端な対抗的態度を持っていたが、これを一刻も早

く改めて、今後は積極的に協力し、積極的に助成する態

度に出るべきだとする。そうしなければ、協会が抱える

問題を解決することは、大部分失敗に終わるであろうと

している。さらに教育団体と連携し、有力な世論を喚起

し、協会の社会的運動を一層、盛んにすることが出来る

と信ずるとしている。

　また、片岡は、文部省が行っていた図書館調査を、「大

雑把で放漫で、その内容は非常に空疎である。」と批判

する。そして、協会はこの調査については、理論と方法

の２方面から専門的に研究して権威ある方法を定めて指

導者の地位に立たなければならないとした。（61）

　片岡は、この図書館調査の刷新の考えを第22回全国図

書館大会で発表している。（62）

　以上のことから、片岡は、それまで協会の研究を中心

とした事業や東京を中心とした図書館間の親睦会的性格

を改め、全国の図書館を統制する近代的な団体にする、

文部省に積極的に協力し、有力な教育団体と連携し、協

会の社会的影響力を増大させるという協会改革を通じ

て、図書館の振興を図ろうとしたと考えられる。

４．片岡の晩年と死、その後
　1929（昭和４）年に、片岡は高等官六等官に推薦され

ているが、その申請書に「目下病気危篤ノモノ二付」（63）
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とあり、1929年４月頃には病状がかなり悪化していたら

しい。

　片岡は1929（昭和４）年４月26日に、死亡した。その

死後自宅は妻である、片岡みよが相続したと思われる。

片岡みよが1969（昭和44）年に死亡すると、片岡の「自

宅は教育のために使ってほしい」との遺言により八千代

市に寄贈され、現在、八千代市立八千代台図書館となっ

ている。（64）

５．まとめ
　片岡は小学校長を務めた教育者であったが、学校教育

の限界を論じるとともに、「教育は生涯の事業」である

とし、その方法は「自学」、自ら学ぶことであり、その

ための施設として図書館が必要であると主張している。

　千葉県には、1924（大正13）年まで県立図書館がなく、

県内の図書館行政を専管する組織はなかった。片岡は、

高津親義とともに千葉県図書館協会を設立し、私立図書

館を含めた県内図書館の横断的な組織を設立し、県内図

書館の向上を図った。

　また、県の図書館行政の中心である県立図書館の新築

事業を進め、県立図書館を中心として一町村一館主義の

実現を図り県下を統一した図書館網を完成させようとし

た。片岡は、県立図書館を中心とした図書館行政を確立

しようとしたのである。

　また図書館の全国組織である日本図書館協会の改革を

提唱し、協会に対して多くの意見を主張したが、片岡が

若くして亡くなったため、現実化することはなかった。

片岡は県立図書館の司書として、県立図書館の基礎を固

めるとともに、県立図書館を中心とした千葉県の図書館

行政の確立に努めた人であった。また日本図書館協会に

あっては、協会改革を提唱した人であった。

６．今後の課題
　片岡は、教員・郡視学時代に動的教育の普及に、努め

てきたが、片岡の図書館観に動的教育がどの程度影響

しているのか明らかにされていない。また、東葛飾郡視

学の時代にどのような活動をしていたのか明らかではな

い。今後の研究課題としたい。
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